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　天正１９年（１５９１年）に桐生新町が形成され、

絹織物業を中心に発展した、桐生を示す象徴的な地

区。江戸後期から昭和初期に建てられた主屋や土蔵、

ノコギリ屋根の工場など、絹織物業に係る様々な建

造物が一体となり、製織町として特色ある歴史的な

環境を伝えています。以前は新戸新町と言っていま

したが、現在は本町の一丁目、二丁目となっています。

　ここで矢野さんが雑貨、金融業
を始めました。建物は大正時代の
物で、現在はお茶屋。キリンビー
ル群馬県の総代理店でした。

　総整備工場で、改変しながら工事し
ています。
　借りた方が新しくお店を開くことに
なっていますが、指定文化財ではない
ので外観を綺麗に整えています。

桐生新町重要伝統的建造物群保存地区 散策

　２階建ての大きな花屋さんがあ
ります。書上商店といって桐生で
も１、２を争う織物の買い継ぎ商
の店舗。明治中頃の建物。大きな
買い継ぎ屋でした。主屋には作家
の坂口安吾さんが３年間暮らし、
桐生で亡くなっています。

　奥行き４０軒から先が横山町。こ
の先に代官屋敷があり、そこに繋が
る道として横町という名前で出来た
町です。

①矢野本店①矢野本店

②長谷川邸②長谷川邸

③書上商店③書上商店

⑥横山町通り⑥横山町通り

　江戸時代から明治にかけて、薬
を扱っていたお店。建物は文化３
年に建てられたと伝えられていま
す。色々と開国に対して尽力され
た方で、横浜の開港資料館に縁の
建物が残っています。

　元々は織物屋さんの建物です。桐生
市職員が地元の相談や、観光案内をす
る場所となっています。

⑤まちなか交流館⑤まちなか交流館

④玉上薬局④玉上薬局


